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市長コラム Message for citizen温 故 創 新
　
「
２１
世
紀
の
学
び
を
変
え
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
小
中
一
貫
教
育
研
究
大

会
」
が
１１
月
１０
日
に
つ
く
ば
市
で
開
催
さ
れ
、
そ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ひ
と

つ
で
あ
る
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
全
国
首
長
サ
ミ
ッ
ト
」
に
招
聘
を
受
け
て
、
パ
ネ

リ
ス
ト
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。
限
ら
れ
た
財
源
の
中
、
他
に
勝
る
と
も
劣

ら
な
い
教
育
充
実
を
推
進
中
の
多
久
の
一
端
を
紹
介
し
、
発
信
し
ま
し
た
。

　

公
開
授
業
・
３
年
生
ク
ラ
ス
で
は
、
多
久
市
立
小
中
一
貫
校
東
部
校
と

の
ネ
ッ
ト
中
継
授
業
も
あ
り
印
象
的
で
し
た
。
急
遽
「
横
尾
市
長
さ
ん
も
出

演
を
」
の
紹
介
で
登
場
し
、
励
ま
し
の
手
を
振
る
と
、
両
市
の
子
ど
も
た
ち

も
手
を
振
っ
て
応
じ
て
く
れ
、
良
い
交
流
授
業
で
し
た
。

　

多
久
市
の
小
中
一
貫
教
育
の
状
況
と
経
緯
も
説
明
し
ま
し
た
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
関

連
で
は
平
成
２１
年
に
電
子
黒
板
を
全
校
同
時
に
全
教
室
配
備
し
ま
し
た
。

実
は
こ
れ
が
結
構
ス
ゴ
イ
こ
と
だ
と
分
か
り
ま
し
た
。
先
進
校
で
も
各
学
年

か
各
階
に
１
台
で
、
使
用
調
整
や
稼
働
準
備
に
時
間
も
要
す
る
の
で
す
。
専

門
家
も
、
ま
ず
は
電
子
黒
板
整
備
で
教
授
法
向
上
を
と
の
こ
と
。
多
久
市
で

は
思
い
切
っ
て
装
備
し
て
良
か
っ
た
と
感
じ
ま
し
た
。
導
入
に
際
し
て
は
、

多
久
市
で
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
を
各
校
に
配
置
し
、
教
職
員
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
が
肝
心
で
す
。
相
談
に
応
じ
て
支
援
を
し
て
も
ら
え
る
専

門
員
を
置
く
こ
と
は
教
育
現
場
に
は
必
要
不
可
欠
な
こ
と
だ
か
ら
で
す
。

　

民
間
と
連
携
し
た
タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
活
用
の
学
力
向
上
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
紹

介
し
ま
し
た
。
昨
年
末
か
ら
今
春
に
か
け
て
取
組
み
、
実
際
に
、
短
期
間
で

子
ど
も
た
ち
の
学
力
も
集
中
力
も
高
ま
っ
た
こ
と
を
説
明
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
「
論
語
カ
ル
タ
に
親
し
み
な
が
ら
の
学
び
」
も
大
き
な
反
応
が
あ

り
ま
し
た
。
学
び
の
基
本
は
全
国
的
に
も
重
視
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

日
本
一
の
小
中
一
貫
教
育
へ
、
大
い
に
奮
闘
努
力
し
て
参
り
ま
す
。

さ
ら
に
小
中
一
貫
教
育
日
本
一
を
め
ざ
し
て

市
長
　
横
尾
　
俊
彦

１２月の定例教育委員会のお知らせ 日時　１２月１１日㈮　１３時３０分～　場所　市役所 ４ 階小会議室（自由に傍聴できます）
■問い合わせ　教育委員会 教育総務課　☎75−３４５０

　
市
内
全
学
校
に
、
法
的
な
権
限
と
責
任
を
有

す
る
「
学
校
運
営
協
議
会
」
を
設
置
し
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
市
民
の
学
校
運
営
へ
の
参
画
、

学
校
教
育
活
動
へ
の
支
援
体
制
を
整
え
、
各
学

校
が
地
域
と
と
も
に
あ
る
特
色
あ
る
学
校
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し

ま
す
。
こ
れ
か
ら
、
市
民
と
共
に
作
り
上
げ
る

「
多
久
市
小
中
一
貫
校
：
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス

ク
ー
ル
」
を
学
校
・
保
護
者
・
地
域
で
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

◆�

「
熟
議
と
協
働
」
を
通
し
て
、
保
護
者
や
地

域
の
み
な
さ
ん
が
学
校
運
営
に
参
画

◆�

小
中
一
貫
教
育
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
を
連
動
さ
せ
た
学
校
づ
く
り
・
教
育
実
践

へ
の
期
待

○�

小
中
教
職
員
同
士
ま
た
、
保
護
者
や
地
域
と

の
つ
な
が
り
が
、よ
り
強
固
な
も
の
と
な
り
、

協
働
力
を
生
か
し
た
学
習
指
導
の
実
践

・�

児
童
生
徒
の
学
習
意
欲
の
向
上

　
→　
学
力
向
上
へ
の
高
ま
り

○�

４・３・２
年
の
３
段
階
の
学
年
区
切
り
の
中

で
、
異
学
年
を
組
み
合
わ
せ
た
り
、
地
域
人

材
を
活
用
し
た
り
す
る
各
種
行
事
の
実
践

・�
児
童
生
徒
間
の
思
い
や
り
の
心
や
豊
か
な
心

の
育
成　
→　
い
じ
め
の
防
止

・�

児
童
の
中
学
校
へ
の
期
待
、
生
徒
の
自
己
有

用
感
の
育
成　
→　
心
の
安
定
と
自
信

○�

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
導
入
に
よ
る
保

護
者
や
地
域
住
民
の
学
校
運
営
・
教
育
へ
の

参
画
・
支
援

・�

学
校
教
育
活
動
へ
の
保
護
者
や
地
域
住
民
の

関
心
と
理
解
の
高
ま
り

　
→　
教
育
活
動
全
般
に
協
力
体
制
の
広
が
り

・�

地
域
行
事
へ
の
児
童
生
徒
の
参
加
の
増
加　

→　
地
域
の
学
校
と
し
て
の
意
識
の
向
上

■
問
い
合
わ
せ　
教
育
委
員
会 

学
校
教
育
課　
☎
75

−

２
２
２
７

平
成
２８
年
４
月
　
多
久
市
内
全
域
で

�

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
導
入
　
　
　
　
　

小
中
一
貫
教
育　
● 

連
載 

№
３３
●

○校長が作成した教
   育課程や基本方針
   等を承認する。
○学校運営に関して
   学校や教育委員会
   に意見を述べるこ
   とができる。
 ○教職員の採用・任
 　用に関する意見を
 　述べることができ
 　る。
【地方教育行政の組織
 及び運営に関する法
 律第47条5項から】

委員任命
小中一貫校 東原庠舎

多久市コミュニティ・スクール委員会

保護者や地域人材による学校教育への参画・支援

※コミュニティ・スクール委員会委
　員は、各校の学校運営協議会委員
　を兼ねており、同一メンバーで構
　成されます。

佐
賀
県
教
育
委
員
会

多
久
市
教
育
委
員
会

西
渓
校

学
校
運
営
協
議
会

東
部
校

学
校
運
営
協
議
会

中
央
校

学
校
運
営
協
議
会

学
校
の
学
校
づ
く
り
基
本
方
針

説明

承認

協議

意見

学校指定

教員の採用・
任用に関する
意見

学習活動の支援

専門的支援策 ①ゲスト・ティーチャー ○授業支援　　
○放課後支援　
○行事支援　等

③施設整備メンテナー

一般的支援策 ②学習アシスタント ④環境づくりサポーター

○環境整備支援　　
○安全管理支援　　
○地域活動支援　等

教育環境づくりの支援

▲ＪＡ・農家との連携「田植え活動」

▲地域行事：多久聖廟「腰鼓」 


